
当社の2001年度の送配電損失率は4.5％であり、そ
の内、配電系統における電力損失が約6～7割を占めて
いる。今後、電力自由化市場における競争力向上のた
め、投資抑制のみならず系統運用においてもコスト削
減に取り組む必要があり「簡易ロスミニシステム」の
開発を行った。

実際の配電系統でロスミニマム計算を行うにあたり、
アルゴリズムには次の条件が必要となる。
①解の精度が高いこと。
②制約条件の付加が容易であること。
③計算時間が短いこと。
これらの条件を満たすには、最適化問題に優れたGA

（遺伝的アルゴリズム）とTS（タブサーチ）が有効であ
る。
GAは、特にグローバル探索に優れ、制約条件を適用
しやすい。一方TSは、ローカル探索に優れている。
そこでGAとTSを組み合わせ、先の条件を満たす

GA・TSハイブリッドアルゴリズムを開発した。GAと
TSの処理フローを第1図に、付加した制約条件を第1
表に示す。

開発したアルゴリズムの評価を行うため、模擬系統
（配電線数47、開閉器数844、初期系統の電力損失
1150kW）を使い、GA、TS、GA・TSハイブリッドそ
れぞれでロスミニ計算を行った。結果を第2図、第2表
に示す。
これにより、解の精度、計算時間ともに開発したア

ルゴリズムの妥当性を確認することができた。
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Decreasing the distribution line power losses
Developing the load loss-minimization system

(Planning Group, Discribution Division, Customer Service
Division)
We developed an algorithm (generic algorithm integrated with a tab
search) and the "load loss-minimization system" available for actual
power distribution system applications, fitted best to cost reduction
associated with distribution line power losses.
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また、ロスミニ計算から切替する系統図のグラフィ
ック出力までの一連の処理時間については、1回線あ
たり平均1分以内であり、十分実用可能な範囲であっ
た。

今後は、ロスミニ運用の実用化に向けた課題整理と
更なる改良、また、経済効果の算出手法や配電業務総
合支援システムへのアルゴリズム適用について研究し
ていく予定である。

簡易ロスミニシステムの実用性を検証するため、天
白営業所の実際の配電系統をロスミニ系統化すること
とした。結果を第3表に示す。
今回の試行では、作業性を考慮して遠制開閉器のみ

で切替を行ったこと、需要が少ない4月であったこと、
その他さまざまな制約から、電力損失の低減は平均
1.1％に止まった。
しかし、これが重負荷期であったり、非遠制開閉器

も使った切替であれば、電力損失はさらに低減される
であろう。

実際の配電系統運用に対する実用性を検証するため、
「簡易ロスミニシステム」を開発した。（第3図参照）
簡易ロスミニシステムは、汎用パソコンを使ったも

のであるため、必要なデータは、総管システムからエ
クセルファイル形式で取り込むようにした。ただし、
計算には足りない情報（区間、変圧器タップ区域、遠
制開閉器、非遠制開閉器等）があるため、これらについ
ては個別に入力を行えるようにした。
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また、計算結果に基づいた、切替前後の系統状況が
一目でわかるように、系統図をグラフィック出力でき
るようにした。計算結果を第4図、グラフィック表示を
第5図に示す。


